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平成２６年度 第２回鳥取環境大学教育研究審議会 議事要旨 
 

○ 日 時 平成２６年６月２３日（月） １０：００～１１：５０ 
○ 場 所 鳥取環境大学 大会議室（本部講義棟３階） 
○ 出席者  高橋一委員、小林槇太郎委員、岡田昭明委員、冨岡庄一委員、岡崎誠委員、

今井正和委員、千葉雄二委員 
角紀代恵委員、木下法広委員、田中仁成委員、常田禮孝委員、中島廣光委員、

山本仁志委員 
 [13 名/15 名] 

 ○ 欠席者  三野徹委員、田中勝委員 
 
【議事】 

１ 前回議事要旨の確認 

   原案のとおり了承。 

 

２ 報告事項 

（１） 近況報告 

資料に基づき、在籍者状況、就職活動状況、その他の近況について報告があった。 

主な意見等は次のとおり（○：質問・意見、→：回答・説明 以下同様）。 

   ○入試広報関係の高校内ガイダンスはどういう形で開催するのか。業者のいいなりでなく、あ

る程度対象を取捨選択するほうがいいのではないか。 

   →高校と大学の間には業者が入っているが、対象の絞り込みは大学側で行っている。 

   ○学内特別研究費助成はどういう形で決定されるのか。成果の追跡はどうなっているか。 

   →申請書を、採点して決定している。制度が始まって３年目なのでそろそろ成果が出てくると

考えている。 

   ○学生の資格取得講座で環境関連のものは準備していないのか。 

   →eco 検定や、環境測量士などは、学内の教員で対応している。 

（２） 平成２５年度決算について 

資料に基づき、報告があった。 

主な意見等は次のとおり。 

   ○教育経費も予算に対してずいぶん決算額が減少している。少なければいいというのではなく

て、教育内容を充実させることも大学の使命であることを考慮してほしい。 

 

３ 審議事項 

（１） 平成２５年度業務実績について 

資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

    主な意見等は次のとおり。 




